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令
和
３
年
度
も
、
昨
年
度
に
続
き
コ
ロ
ナ
禍
の
混
乱
の
中
に
終

わ
り
、
令
和
４
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。

大
会
や
研
修
会
が
中
止
、
縮
小
、
延
期
と
な
る
中
に
、
テ
レ
ワ
ー

ク
や
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
新
し
い
方
策
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
情
報
技
術
に
頼
る
方
法
は
と
も
す
れ
ば
、

主
催
者
側
の
一
方
通
行
に
終
わ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
後
の
活
動
に
結
び
付
け
る
た
め
に
も
、
参
加
者
主
体
型

の
運
営
を
意
識
し
た
研
修
会
を
実
施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
が
、
地
域
で
安
心
安
全
な
生
活
を
送
る

た
め
、
現
在
す
る

「社
会
的
障
鷲
」
の
速
や
か
な
解
消
を
本
人
活

動
の
活
性
化
支
援
と
並
行
し
て
、
国
を
始
め
、
地
方
向
治
体
に
対

す
る
よ
り
積
極
的
な
要
切
工
活
動
を
行
い
ま
す
。

そ
し
て
、
意
思
決
定
支
援
、
家
族
支
援
、
就
労

上
雇
用
促
進
、

権
利
擁
護
の
研
修
会
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
な
ど
の
推
進
に
取

り
組
み
ま
す
Ｌ

い
者

へ
の
正
し
い
理
解
を
図
る
た
め
の
出
前
講
座

（疑
似
体
験
）

の
開
催
な
ど
の
啓
発
活
動
と
本
人
活
動
を
両
輪
と
し
て
推
進
し
て

い
き
ま
す
ｃ

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
、
段
差
な
ど
の
日
常
の
物
理
的
障
が
い

の
除
去
だ
け
で
な
く
、
社
会
的

・
制
度
的
障
壁
の
解
消
で
も
あ
り

ま
す
ｃ

会
員
の
高
齢
化
や
役
員
不
足
、
８０

，
５０
の
問
題
と
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
会
員
相
互
の
結
び
つ
き
が
希
薄
化
し
て
い
ま
す
．
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た

「新
し
い
活
動
方
法
」
を
確
立

す
る
た
め
の
来
袢
準
備
を
進
め
て
い
き
、
地
域
育
成
会

（親
の
会
）

と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
‐

令
和
３
年
度
の
会
員
は
３０
団
体
会
員
、
１５
個
人
会
員
で
、
正
会

員
総
数
１
，
０
５
７
名
と
な
り
、
令
和
に
入
り
、
約
１
２
０
名
の

減
少
で
し
た
．
そ
の
原
因
の
一
囚
は
、
こ
こ
２
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
各
種
大
会
や
研
修
会
を
中
止
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
し
た
こ
と

が

一
因
と
思
わ
れ
ま
す
．

会
員
の
減
少
は
活
動
の
姿
縮
だ
け
で
な
く
、
育
成
会
そ
の
も
の

の
存
在
を
も
危
う
く
し
ま
す
。

会
員
相
互
、
あ
る
い
は
組
織
等
の
交
流
に
よ
り
、
何
と
し
て
も

こ
の
現
象
を
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

組
織
強
化
の
実
効
性
は
若

い
、
就
学
前
、
学
齢
期
の
■
を
持
つ

保
護
者
の
加
入
を
促
進
す
る
こ
と
で
す
．

同
様
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
他
県
の
情
報
も
取
り
入
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
福
岡
県
の
地
域
育
成
会
に
も
知
ら
れ
て

い
な
い
魅
力
あ
る
活
動
が
あ
り
ま
す
。

糸
島
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
が
行

っ
た
特
別
支
援
学
校
設
置
の

請
願
活
動
。
久
留
米
市
育
成
会
の
他
の
障
が
い
者
団
体
や
小
学
校

と
連
携
し
た
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
街
づ
く
り
の
推
進
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

地
域
社
会
に
お
け
る
役
割
、
他
の
組
織
と
の
連
携
な
ど
規
模
の

大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
独
自
の
活
動
を
見
つ
け
る
ヒ
ン
ト
と
な
る

情
報
を
提
供
し
ま
す
。

昨
年
も
熱
海
市
の
土
石
流
災
害
を
は
じ
め
塚
雨
災
害
が
発
生
し

ま
し
た
．
熱
海
市
で
は
育
成
会
会
員
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
，

減
災
、
防
災
対
策
の
研
修
会
や
情
報
提
供
は
も
ち
ろ
ん
こ
と
、

災
害
時
の
緊
急
支
援
や
相
談
活
動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
．

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し
て
も
全
国
手
を
つ
な
ぐ

育
成
会
連
合
会
と
連
携
し
、
緊
急
衛
生
用
品
の
保
管
を
し
て
い
き

ま
す
．
令
和
３
年
度
は
、
１
個
人
と
２
事
業
所
に
送
付
し
ま
し
た
〕

参

考

全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
は

一親
が
あ
る
と
き
の
万
が

一
に
備
え
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
団
体
長
期
障
害
補
償
保
険

手
を
つ
な
ぐ

「
お
た
す
け
プ
ラ
ン

・
口
ご
ろ
の
備
え
」
「
が
ん
の

お
た
す
け
プ
ラ
ン
」．
を
本
体
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
‘

本
年
度
も
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
目
的
に
、
知
的

・
発
達
障
が
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共同募金の配分を受けて

作成したものです。

令和 4年度 収支予算

経常収益

1 受取会費 2.51(),000

2.受収補助金等 2,300,000

3.事業収益 2,968,000

4.寄付金その他 791,()00

経常収益計 8,569,000

経常費用

事業費計 7,142,00()

管理費計 1,431.000

経常費用計 8,573,000

当期経常増減額 -4,000
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「
（
一
社
）
全
国
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
と
は
」

育
成
会
運
動
は
、
１
９
５
２
年
東
京
に
住
む
３
人
の
お
母
さ

ん
が

「
知
的
な
障
が

い
」
の
あ
る
わ
が
子
の
幸
せ
を
願

っ
て
、

全
国
の
仲
間
の
親
た
ち
に
施
策
の
充
実
を
求
め
よ
う
と
呼
び
か

け
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
７０
年
、
紆
余
曲
折
を
経
て
、
昨
年

「
一
般
社
同
法

人
全
国
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
」
と
し
て
新
た
な
旅
た
ち

を
始
め
ま
し
た
。

育
成
会
組
織
は
、
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族
、
そ

し
て
支
援
者
等
で
つ
く
る
全
国
組
織
で
、
構
成
会
員
は
都
道
府

県

・
政
令
都
市
の
育
成
会
正
会
員
で
す
。

区
市
町
村

・
施
設

・
特
別
支
援
学
校
等

の
親
の
会
も
こ
の
正

会
員
に
属
し
て
地
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

全
国
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
は
、
組
織
の
代
表
と
し
て

「障
害
者
施
策
委
員
〈
ギ

社
会
保
障
審
議
会
障
害
者
部
会

・
成
年

後
見
制
度
利
用
促
進
専
門
家
会
議
」
な
ど
様

々
な
審
議
会
に
参

画
し
、
施
策

の
提
言
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
際
育
成

会
連
盟
に
加
盟
し
、
国
際
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
も
作

っ
て
い
ま
す
。

７０
年
を
経
て
も
３
人
の
お
母
さ
ん
の
願
い
は
現
在
も
生
き
て

い
ま
す
。

す
べ
て
の
障
が
い
の
あ
る
人
達
が
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
せ

る
共
生
社
会
の
実
現
ま
で
ｉ
。

全
国
的
に
、
特
別
支
援
学
校
の
知
的
障
が
い
児
の
就
学
児
童

生
徒
数
の
状
況
は
、増
加
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
そ
の

一
因
は
、

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
の
進
学
先
が
高
等
部
と
い
う
現
状
が
あ
る
か

ら
で
す
。
そ
の
た
め
、
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
や
特
別
教
室
を
区
切

っ

て
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
福
岡
県
で
は
、

２
０
２
５
年
度
ま
で
に
３
校
の
特
別
支
援
学
校
の
新
設
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
１
校
が
糸
島
市
泊
地
区
に
建
設
開

校
が
決
ま
り
ま
し
た
。
福
岡
県
議
会
に
請
願
書
を
提
出
す
る
な

ど
そ
の
設
置
運
動
の
中
心
と
な

っ
た
の
が
糸
島
市
手
を
つ
な
ぐ

親
の
会
（樗
木
美
鈴
会
長
）
で
す
。

学
習
指
導
要
綱
に
は

「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
た
め
の
交
流

及
び
共
同
学
習
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。端
的
に
言
え
ば
、

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
そ
う
で
な
い
子
ど
も
が
、
共
に
学
び

あ
う
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
特
別
支
援
学
校
小

・
中
学
部

の

児
童
生
徒
が

一
定

の
条
件

の
も
と
居
住
区
の
学
校
で
交
流
や
共

同
学
習
を
行

い
ま
す
。

聞
き
な
れ
な

い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

「
副
籍
制
度
」
も

こ
の
流
れ
の
中
に
あ
り
ま
す
。

福
岡
県
に
は
軽
度

の
知
的
障
が
い
児
を
対
象
と
し
た
特
別
支

援
学
校

「
福
岡
高
等
学
園
」
と

「
北
九
州
高
等
学
園
」
が
あ
り

ま
す
。
全
寮
制
に
よ
る
職
業
訓
練
を
重
視
し
た
学
校
で
す
。
し

か
し
、
希
望
し
て
も
全
員
が
入
学
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
視
覚
障
が
い
児
等

の
支
援
学
校
に
は
専
攻
科
が
あ
り

ま
す
。
専
門
的
な
技
能
や
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
を
主
に
日
的

と
し
て
い
ま
す
。
当
会
は
、
２
年
前
に
福
岡
県
教
育
委
員
会

へ
「知

的
障
が
い
児
対
象
の
専
攻
科
設
置
」
を
要
望
し
ま
し
た
が

「
保

護
者
の
要
望
が
な

い
」
と

一
蹴
さ
れ
ま
し
た
。
少
し
古

い
文
部

科
学
省
の
統
計
で
す
が

（平
成
２４
年
度
）
、
全
国
に
は
知
的
障
が

い
児
対
象
の
専
攻
科
が
８
校
存
在
し
て
い
ま
す
。
就
業
年
数
は

２
～
３
年
間
で
す
。

最
後
に
、
大
阪
府
で
は
少
し
進
ん
だ
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
の
で
紹
介
し
ま
す
．

１１‐
知
的
障
が
い
生
徒
自
立
支
援

人
疇
嘲
工，嗜
ョ
呵
「̈
引
樹
９‐
樹
が

コ
ー
ス
を
設
置
し
、
「と
も
に
学

び
、
と
も
に
育
つ
」
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

②
共
生
推
進
教
室

職
業
学
科
を
設
置
す
る
府
立
知
的
障
が
い

高
等
支
援
学
校
の
生
徒
が
、
届
刊
「熱瓢
一３
「

樹
¨̈り
抑日
］１
，嵩
等
当
淑側
で
学
び
ま
す
。以
上

高

齢
者

。
障

が

い
者

の
消
費

者
被

害

防

止
事
業

１
．
事
業
概
要

高
齢
者

・
障
が
い
者
の
消
費
者
被
害
を
防

――‐
す
る
た
め
、

見
守
り
の
担
い
手
を
対
象
と
し
た
研
修
会
や
勉
強
会
に

講
師
を
派
遣
．

２
．
講
座
の
特
色

・
消
費
者
被
害
の
特
徴
、
事
例

。
見
守
り
に
よ
る
被
害
防
止
事
例

・
業
者
と
の
対
応
、
断
り
方
実
演

・
成
年
後
見
制
度
　
な
ど

３
．
講
師
派
遣
費
用
　
無
料

※
令
和
４
年
度
当
初
予
算
成
立
後
の
事
業
の
た
め
、
詳
細

が
分
か
り
次
第
、
ご
案
内
し
ま
す
。

手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会

７０

周
年
！

特
別
支
援
学
校
の
現
状

イ

ン
ク

ル
■

シ
ブ

教

育

と
知

的
障

が

い
児

の
進

路

保

障
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令和 4年度全国手をつなぐ育成会事業 (予定)

3月 時点の事業です。正式に日程が決まったものは年月日が記載されています。今年の全国大会も対面で
の開催 (一部を除いて)は見送られました。

事業等名称 開催時期 開催方法等

定時総会 令和 4年 6月 29日 (水 ) オンライン開催の予定

第 7回全国手をつなぐ育成会
連合会全国大会福井大会

令和 4年 11月 20H(日 )
基調講演や分科会は開催せず、式典を中心で開

催予定

参加者は代表者、表彰対象予定者

育成会フォーラム・行政説明 令和 5年 3月 上旬
事前収録による動画視聴専用サイ トによる配

信を予定

第13回権利擁護セミナー 令和 4年秋ごろ
小規模に集合する方法とオンライン配信、希望

者へのDVD配 送の (「用を想定 (会場未定 )

第14回権利擁護セミナー 令和 5年初旬

啓発キヤラバン隊研修会 令和 4年秋ごろ
兵庫県たつの市、小規模に集合とオンライン配

信の併用を想定

行事名 日程 場所 内容

令和 4年度福岡県育成会
定時総会

5月 11日 (水 ) クローバープラザ 1013()ヽ   501り「|1参室

第 1回相談員研修会 7月 25日 (月 ) クローバープラザ 13:00～  クローバーホール

福岡県障がい者スポーツ大会 4月 30日 (土 ) 久留米陸上競技場他
フライングディスクは 5月 8日 (日 )

博多の森補助競技場

福岡県本人活動 8月 下旬 未定 実施予定

第61回 九州大会 10月 ごろ 鹿児島市 2月 10日 に実施方法の決定

第42回ネ‖岡県大会 9月 10日 (土 ) クローバープラザ 中止

第 2回相談員研修会 令和 5年 2月 上旬 クローバープラザ 実施予定

国 。県要望書活動 5～ 6月

出前講座 通年 実施未定

注 1 新型コロナウイルスの影響で各会議や行事の変更があります。

本年度で福岡県大会が 3年続いて中止となりまし

た.令和 4年度こそは開催をしたいと思い、昨年末に

は日程、会場、講師、開催要項等ほぼ準備を整えてい

ました。しかし、今年に入リオミクロン株の蔓延を鑑

み、 2月 末に福岡県手をつなく育成会連絡|ガ
`議

会の

役員会 (書面表決)を 開催し、本年度も中止の決定を

しましたハ

尚、来年度は福岡市育成会が主管となり、九州大会

|ITi催 :福岡県大会)が福岡市で開催されます。

【以上 事務局】

||111凛|を|||●青機会令和 4年度主な行事予定

||■
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全国手をつなぐ育成会連合会 発行

情報・交流誌「手をつなぐ」

く―‐‐
1111111:||||:||‐

‐‐‐〉機関紙「手をつなぐ」購読ご希望の皆さまは

本会事務局にお中し込みください。

。年間購読料 1日 3,900円 (送利別)

※送十1は 同数によって異な |,、

1日 (1冊 )の場合は年間240円 です.

【購読料のうち一口当たり50円 を災害発′lil時の
見舞金や支援活動資金に充てられます】

手をつなぐ2/3月 号表紙

【次号予告】(仮題)
★ 4月号特集
「他分野と力をあわせて」

★今月の問題
「強制不妊手術に関する訴訟の現在地とこれから」

【賛助会員会費は次の通りです】
知的障がいのある人たちが、 ノーマライゼーション
の理念の下、自立した地域生活をおくるために必要な

運動を活発に展開するには、賛助会員の方々の支えが

必要です.

足非、ご協力をお願いします :

◆会費(個人会員)1回  2,000円 /年
◆会費(団体会員)1回  10,000円 //年

◆会報「はぐくむ」で活動内容をお伝えします。

【ご入会については事務局までお問い合わせください】

公益社団法人 福岡県手をつなぐ育成会
電言舌:092-584-4374 FAX:092-584-1378

E-linail l infO“

`・

士k_ikuse1 0rg

llP i llttpsi′,fk_ikし lsei.Org'

―副籍 (制度)っ て何 ?―
一言でいえば、障がい児が地域 とのつなが りを維持・継続する制

度といえます 特別支援学校に通う児童生徒が居住地の学校で交流
や共同学習を行います.「副籍制度」の呼称やその内容は都道府県で

異な |,ま す _

東京都は「副籍」埼玉県は「支援籍」横浜市は「副学籍」福岡市は「ふ

くせき」といいます Dま た対象は、原則特別支援学校在籍小中学部の

希望者の全員 1東京都 )、 保護者の中し出により先方の学校との間で

支援籍実施連絡会議等の打ち合わせで決定 (埼玉県 )と 地域によって

異な |,ま す .

加えて、付 き添いは、原貝ll保護者 r東京都 )や埼玉県の

ように福祉制度やホランテイアの活用を図り保護者の負

担軽減を図っているところもあります .
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